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脱・抑プラスチック運動に係る取組 

 

 

本日開催された北海道漁協組合長会議及び弊会通常総会において、脱・抑プラスチック運動への

取組が決議されました。 

弊会は環境基本理念及び環境方針を定め、各種環境保全活動を行っておりますが、近年では、海

洋プラスチック問題やこれに起因する海洋汚染など、世界的な問題となっていること、また、海を

生業としている漁業者・漁協・弊会にとって、環境問題は密接不可分であり、脱・抑プラスチック

活動は、重要な課題と位置づけられます。 

弊会は中長期的な視点に立ち、この北海道の美しい海と海洋生物を守り、次代に繋ぐため、本道

漁協系統運動として順次展開していきます。 

 

１．具体的な取組 

 

（１）全道の組合員・漁協等へ啓発、全道一体となった活動 

①全道の組合員・漁協役職員等へエコバッグ 2 万枚を配布 

  ②研修会に合わせた、外部講師による脱・抑プラスチックに関する講演会の開催や事例紹介に 

よる意識の醸成 

  ③広報誌「なみまる君」・ホームページで適宜情報発信 

 

（２）弊会製品の脱・抑プラスチックの推進 

  ①商品内容量に対する包材サイズ及び厚さの見直し、サイズの適正化 

②包材のバイオプラスチックへの切替の検討 

 ③製造に関わるプラスチック資材（パレット等）のメンテナンス励行による長寿命化 

 

（３）行政・研究機関等との連携、情報収集、試験研究支援 

  ①マイクロプラスチックの海洋生物への影響調査 

  ②漁網綱・資材など石油化学製品のリサイクルに向けた調査・検討 

 

 

 

 

 

 

 






